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１１１１．．．．    「「「「カキコカキコカキコカキコまっぷまっぷまっぷまっぷ」」」」とはとはとはとは 

１．１ コンセプト 

 市民の持つ情報や意向を収集・整理・相互認識（以

下、情報交流とよぶ）するための、住民参加型のま

ちづくりでの手法として「地図上 KJ法」や「ガリバ

ー地図」（中村 1989）などがある。これらは紙地図の

上で情報交流をおこなうものであり、これをインタ

ーネット上で実現しようとしたものが「カキコまっ

ぷ」（図１）である。 

 すなわち、インターネット上に公開された地図（ま

たは画像）の任意の地点に、不特定多数のユーザが、

任意の情報（テキストだけでなく画像･動画･音声な

ども含む多様なデータ）を「付箋紙を貼り付けるよ

うに」入力することができ、また、これら不特定多

数のユーザによって入力され蓄積された情報を自由

に検索･閲覧でき、さらにはコメントすることができ

る、双方向･開放型のシステムであり、説明的には「イ

ンターネット地図型情報交流システム」となるが、

親しみを込めて「カキコまっぷ」と命名している。 

 

１．２ ねらい 

 カキコまっぷのねらいは次のとおりである。 

 (1) これまではまちづくりや都市計画に関心を持

っていなかった層も含めた市民が意識的にあ

るいは潜在的に所有する情報をインターネッ

ト上に明示的に公開・蓄積することで市民自身

のまちの捉え方を多角化させるとともに、結果

として位置情報を持ったまちづくり情報のデ

ータベースがインターネット上に作られる。 

 (2) 蓄積された情報をもとに多主体間で情報交換

することで、情報自体を高度化させ、さらに情

報交換の過程を通じて市民主体の形成を促進

する。 

 (3) カキコまっぷを市民団体や個人が自由に使え

るサービスとして提供することで、市民団体や

個人のまちづくり活動がより高度なものとな

るよう支援する。 

 以上のねらいは、通常の電子会議室にも当てはま

るが、カキコまっぷでは地図を用いてまさに「この

場所」に情報をカキコむことで、記入される情報が

個別具体的になることと、それらの事実を根拠とし

た抽象論ではないより建設的な議論が展開されるこ

とが特徴的である。 

 

２２２２．．．．    インターネットインターネットインターネットインターネット地図型情報交流地図型情報交流地図型情報交流地図型情報交流システムシステムシステムシステムのののの発生発生発生発生 

 インターネット地図型情報交流システムは、電子

会議室に地図が付いたものと捉えることもでき、次

の３つの発生動機を持つと考えられる。 

      
図１ カキコまっぷメイン画面（左）とメモ表示（右） 
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 １つは、ガリバー地図の IT 化というものである。

まちづくりに関する情報を地図上に蓄積・公開し、

参加者相互の意見交換を通じて、まちの特徴を参加

者それぞれが理解・再認識するとともに、まちづく

りのより高度な解を見つけようとするものである。

カキコまっぷはこれにあたる（真鍋他 2003）。 

 ２つめは、フィールド調査の情報蓄積を IT化しよ

うとするものである。フィールド調査で得られた情

報を電子的に記録しようとするもので、記録・蓄積

後に他の主体との意見交換を行う必要は必ずしもな

く、むしろ情報記入時の統一フォーマットなどに工

夫が必要である。事例としては、小学生向けの社会

科教育のツールとして開発された「エデュマップ」

などが該当するであろう（硴崎 2001）。 

 ３つめは、電子会議室に地図機能を付加したもの

である。文字ベースの電子会議室に画像データや音

声データを用いて内容を補足するのと同じように、

位置情報を付加するものである。位置情報はあくま

でも付加的な情報であり、必ずしも位置情報が必要

であるとは言えない。三重県の「e-デモ+MAP」など

がこれにあたる。 

 IT化の進展の中で地図を使った ITコミュニケーシ

ョンの可能性がそれぞれの文脈で模索されてきたが、

発生の動議が異なっても地図上で情報交流するとい

う基本的な機能はかわらない。最終的には、「位置情

報を持った情報が蓄積・公開されること」と「情報

交換をおこなうこと」という基本的な機能をどれも

が備えるにいたる。しかし、システムの細部仕様は

使用目的によって異なる。 

 

３３３３．．．．    カキコカキコカキコカキコまっぷのまっぷのまっぷのまっぷの工夫工夫工夫工夫 

 「ガリバー地図」を IT化したカキコまっぷは、多

くの市民の参加を促し、意見交換を促すために次の

ような工夫をしている（真鍋他 2001）。 

３．１ 用語の選択 

 カキコまっぷは、まちづくりに興味を持っている

が IT には詳しくない市民や、逆に IT には興味をも

っているがまちづくりなどには無関心な市民の、双

方に参加を促すことを考慮し次のように用語を工夫

している。 

 まず、システム自体を「カキコまっぷ」と親しみ

やすい名称にしている。地図に付箋紙を貼り付ける

イメージをシステム化しようということから、当初

は「インターネット付箋紙システム」と仮称してい

たが、付箋紙という名称が一般になじみのないもの

であることやインターネット上での投稿を俗に「カ

キコ」ということを勘案し「カキコまっぷ」とした。

また、これに呼応して、カキコまっぷで情報を投稿

することを「カキコむ」と呼んでいる。 

 カキコまっぷに投稿された情報は、付箋紙に内容

が書かれたものが地図上に貼り付けられたイメージ

から「メモ」と呼んでいる。地図上にメモの位置を

点で表示する方法は一般的にはアイコン表示という

表現があるが、カキコまっぷでは「地図にピンを刺

している」イメージから「ピン」表示とした。一方

で地図上にタイトルを１行で表示する形式を「ピン」

とのバランスが取れるよう、誰にでも分かりやすい、

形態に即したイメージの用語として「リボン」とい

う表現を用いている。 

 

３．２ 地図上への情報投稿 

 カキコまっぷでは、地図上に位置を指定して「メ

モ」を「カキコ」むが、その際に「付箋紙を貼る雰

囲気」を演出している。具体的には、「新しいメモを

貼る」チェックボックスをチェックすると、白紙の

付箋紙のイメージがマウスポインタの右側に現れ、

あたかもこの付箋紙を地図上に置くような感覚で投

稿する。また、記入されたメモの位置を修正する際

にも同じように情報が記入された付箋紙イメージを

再配置するような演出となっている。 

 カキコまっぷへのカキコみは主としてインターネ

ットに接続されたパソコンからおこなわれるが、

GPS 付き携帯電話からのカキコみも一部のカキコま

っぷで可能である。携帯電話の GPS機能を用いて位

置情報を取得することで、カキコまっぷの地図上の

位置を確定する。携帯電話のカメラ機能を使って写

真を添付することもでき、パソコンからの投稿より

も気軽に情報を投稿できることが利点である。 
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３．３ 情報の検索・表示 

 まちあるきを伴うワークショップでカキコまっぷ

を活用したり、インターネット上で長期間運用した

りすると、非常に多くの情報が蓄積される。ガリバ

ー地図でも同じような状況はおこるが、カキコまっ

ぷは電子化されているので、情報の検索機能が優れ

ており必要な情報に素早くたどり着ける。カキコま

っぷでは、カテゴリにあたる「メモの色」や新着情

報のほか、自由語検索による検索・絞り込みをおこ

なうことができる。 

 検索・絞り込みされた情報は地図上と一覧表との

２つの表示形式で一覧できる。一覧表では、タイト

ルや投稿者などの情報を時系列で一覧できる。地図

上では、さらに２つの表示形式があり、１つは情報

の位置のみを表す「ピン表示」で、もう１つは情報

のタイトルも表示する「リボン表示」である（図２）。

リボン表示では、タイトルが表示されるので地図上

の位置と投稿内容の一部を確認することができるが、

リボンとして表示されるのでどうしても情報が重な

りあってしまう。逆にピン表示では情報の重なりの

課題は小さいが位置のみの情報となってしまい、内

容を確認するには情報それぞれの詳細を別途表示し

なければならない。適宜、３つの一覧方法を使い分

けて必要な情報にたどりつくことになる。 

３．４ コメントの追加 

 カキコまっぷでは、地図を使った双方向コミュニ

ケーションに寄与するために、一般的な電子会議室

と同じように、書き込まれた情報に対してコメント

を付けることができる。コメントは多層的に付加す

ることができ、１つのメモが１つの電子会議室とし

て機能する。 

 

４４４４．．．．カキコカキコカキコカキコまっぷのまっぷのまっぷのまっぷの活用事例活用事例活用事例活用事例 

 カキコまっぷは 2005年 6月現在で約 25の地域や

団体で使用されている。 

 使用目的は、行政内部での情報共有や公共施設の

ユニバーサルデザイン化の検討、まちづくり全般と

いったものから、自転車マップ、子育て情報マップ

というテーマ特化的・趣味的なものまで幅広い。 

 また、地図が対象とする範囲は、建物内部や地区

程度のものから、市町村全域、全国といったように

様々で、それぞれの目的に応じた精度・表現の地図

が使われている。 

 実際の活用は、インターネット上にカキコまっぷ

を設置し広報などはするが原則は利用されるのを受

動的に待つという方法が一部あるものの、多くの場

合は実空間の何らかの活動と連携して用いている。 

名称 運営 対象地 目的・活動の特徴 

フォトカキコ 
写真展 

多摩市、 
photo-kakiko研究会 
（東京大学他） 

東京都多摩市・ 
多摩センター地区

多摩センター地区の街の資源を発見するイベントをおこなった。

情報投稿には GPS・カメラ付携帯電話を用い、その後のワーク
ショップではカキコまっぷを使用して情報整理を行っている。 

ユニバーサル 
徳島マップ 徳島県、徳島大学 

徳島県・ 
郷土文化会館 
（公共施設） 

県の施設である郷土文化会館の改修の際に、ユニバーサルデザイ

ンを実現するための情報収集を行っている。高齢者・障害者など

と館内設備を点検して情報を記入するイベントを実施している。

地域安全マップ NPOしょうまち 東京都板橋区・ 
志村第一小学校区

防犯意識向上のために、小学生や PTAとともに校区内を点検。
４年生の総合学習の時間を用いた一連の防犯授業は効果的であ

った。また、区や小学校、警察署、町会などとの調整を NPOが
おこなった。 

おおやま 
なんでもカキコ 

ハッピーロード大山商

店街、 
NPOしょうまち 

東京都板橋区・ 
大山駅周辺 

商店街の範囲を中心として、商店街と NPO が運営。書き込みに
対して商店街からポイントをプレゼントしたり、商店レポータ制

度と連携したりといった取り組みがある 

ママぶりカキコ ママパパぶりっじ（任

意団体） 
東京都世田谷区・

全域 

子育て世代での情報交換を促進するため団体「ママパパぶりっ

じ」のホームページ・コンテンツの１つとして活用。出張書き込

みサロンやイベントでのブース出展など実空間での活動とイン

ターネット上の活動を継続的に連携させている。 

表１ カキコまっぷ活用事例（一部） 

 

図２ ピン表示（左）とリボン表示（右） 
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 例えば、東京都多摩市の多摩センター地区での「フ

ォトカキコ写真展」では GPSカメラ付携帯電話を用

いたまちあるきワークショップを開催してカキコま

っぷに情報を記入したし（真鍋他2004、上田他2003）、

徳島県の郷土文化会館での取り組みでは高齢者・障

碍者との館内設備の点検をおこなって情報をカキコ

まっぷに記入した。また、東京都板橋区の志村第一

小学校では、４年生の総合学習の時間を充てて防犯

という観点から一連の授業をおこない、その一部と

してカキコまっぷへの記入と地区への情報提供をお

こなっている（樋野他 2004、NPOしょうまち 2004）。 

 一方、通常はインターネット上での記入を待つが

継続的な書き込み促進をおこなう例もある。東京都

の板橋区大山駅周辺での「おおやまなんでもカキコ」

では、書き込みのお礼として商店街からポイントを

発行してカキコみにインセンティブを与えているし、

東京都世田谷区のママパパぶりっじでは、子育てサ

ロンにノートパソコンを持ち込んだり、子育てイベ

ントの際に情報カキコみ用ブースを用意したりして

記入を促している（明石他 2004）。 

 

５５５５．．．．まとめまとめまとめまとめ 

 カキコまっぷは、インターネット上のツールであ

り、ガリバー地図のような楽しい雰囲気を演出する

ためのいくつかの工夫があるが、実際の空間に集ま

ってグループワークをする臨場感には到底およばな

い。また、コンピュータを介しての入力のために地

図上での自由な表現は制限される。 

 一方で、多くの情報を検索・絞り込みすることや、

マンパワーをかけずに継続して情報交流をおこなう

ことは、デジタル媒体の利点である。 

 また、通常の電子会議室とは違い、地図を用いる

ことが物的空間を対象として議論する場合にはメリ

ットとなる。ある場所の具体的な情報が記入され、

その具体性ゆえに議論が発展する例も見られている。

また、位置を地図上に表現して可視化することで、

課題や資源の空間関係の把握を容易におこなうこと

ができる。 

 カキコまっぷは、研究開発と運用実験を通じて、

実装されていない部分は残るものの、一通りの要求

仕様が整理されてきた。いままさに、システムのオ

ープンソース化と、オープンソースを運営する主体

の形成を図り、一般の市民がカキコまっぷを簡単に

運用・活用できるような体制づくりを目指していく

段階となっている。 

 活用に際しては、事例が示すように実空間との連

携も必要である。（広義の）参加のためのツールの１

つとしてカキコまっぷを位置づけ、デジタルとアナ

ログを区別せず組み合わせた総合的な参加プログラ

ムの中で有効に用いていきたい。 
 
カキコまっぷホームページ URL 
http://upmoon.t.u-tokyo.ac.jp/kakikodocs/ 
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